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腰椎椎間板ヘルニアは青年期から壮年期が好発年齢で

あるが，高校生であってもスポーツ活動が高い生徒など

に発症することがある。若年者であるため手術施行する

場合，腰背筋の温存，学業及びスポーツへの復帰が問題

となる。経皮的内視鏡視下椎間板ヘルニア摘出術

（percutaneous endoscopic lumbar discectomy，PED）

は，局所麻酔下での低侵襲手術であり１），高校生アスリー

トに対してよい適応と考えられる。この度，当院で PED

を施行した高校生アスリート５症例に対し短期間である

が良好な成績を得られたので報告する。対象男性４人，

女性１人で全員，腰痛，下肢痛のためスポーツ活動を制

限していた。腰椎椎間板のヘルニアのタイプ分類，術前

後の椎間板変性をMRIで評価した。手術後経過評価と

してスポーツ復帰期間を調査した。結果は５症例とも，

局所麻酔下での手術が可能であり，手術後４～８週間で

全例競技復帰可能であった。保存療法に抵抗性の高校生

アスリート腰椎椎間板ヘルニアに対して PEDは有効な

治療方法の１つと考えられた。

はじめに

腰椎椎間板ヘルニアとは，脱出した椎間板組織が神経

根や硬膜を圧迫して腰・下肢痛を引き起こす病態である。

加齢による椎間板の退行変性が要因であるが，重量物拳

上やスポーツなどの腰部，外傷などが発症原因となるこ

とが多い。経皮的内視鏡視下椎間板ヘルニア摘出術

（percutaneous endoscopic lumbar discectomy，PED）

は，局所麻酔下で，約８mmの最小皮膚切開，腰部に対

し後側方からの手術施行が可能である。そのため，腰背

筋群に対して非常に低侵襲な手法であると考えられる。

われわれは，PEDがアスリートに対して有用であると

報告したが３），高校生年代のアスリートに対しての PED

の有用性は不明である。本研究の目的は，当院で PED

を施行した高校生アスリート５症例の術後成績を評価し，

報告することである。

対象と方法

当院で２０１４年１月～２０１４年５月に腰椎椎間板ヘルニア

に対して PEDを施行した高校生アスリート５症例を対

象とした。男性４人，女性１人，手術時平均年齢は１６．５

歳であった。罹患部位は４人が L４／５の１椎間，１名は

L４／５，L５／Sの２椎間であった。競技種目は，レスリン

グ，ラグビー，卓球，野球，バスケットボールであった

（表１）。術前後の椎間板変性を Pfirrmann分類，ヘルニ

アのタイプ分類をMRIで評価した。手術後経過としてス

ポーツ復帰までの期間を調査した。術後疼痛の有無に付

き VAS（visual analog scale）を用いて評価した（表２）。
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経過観察期間は平均１３．６週（６週～２２週）であった。

結 果

全症例で局所麻酔下での手術が可能であった。症例２

の L５／S１レベル１椎間板のみ Thermal annuloplastyを

施行した。その他の症例では髄核摘出術を施行した。

Pfirrmann分類はⅡが２例，Ⅲが３例，Ⅳが１例であっ

た。術前と術後で変化は認めなかった。ヘルニアのタイ

プ分類は protrusion typeが５例，extrusion typeが１例

であった。全症例で元の競技への復帰が可能であった。

スポーツ復帰時期は平均６．２週間（４～８週間）であっ

た。術後 VASは平均１．０点であった。

考 察

腰椎椎間板ヘルニアの治療として，保存的治療で改善

がみられない場合や，急速な神経症状悪化症例において

は手術が適応となる。腰部後方から椎弓切除術を行い，

椎間板ヘルニアを摘出する Love法が gold standardで

あった３）。その後，顕微鏡や内視鏡を用いた低侵襲手術

が試みられ，Foley，SmithらによってMicro Endoscopic

Discectomy（MED）法が確立された４）。MEDでは１６mm

の皮膚切開で手術を施行することができるが，Love法

と同様に腰背部筋，椎弓への影響は避けられなかった。

一方，PEDは，８mmの皮膚切開で局所麻酔下に手術

を施行でき，Love法やMEDと違い，PEDでは経椎間

孔アプローチ・後外側アプローチのため腰背筋群に対し

極めて低侵襲である。すなわち，PEDは最も侵襲の少

ない手技であると考えられる。高校生アスリートにおい

て，低侵襲の手術法を選択することは重要であるが，若

年者において局所麻酔下手術に耐えることができるかと

いう問題があった。われわれが経験した５症例では安全

に PEDを施行することが可能であった。

腰椎椎間板手術後の競技復帰時期について時期は明確

ではないが，Ablaらは，脊椎の手術を施行したゴル

ファーにおけるスポーツ復帰までの時期について，１０００

人の脊椎外科にアンケートを行い，４～８週間を経ての

復帰が最も一般的に推奨される期間と報告している５）。

非アスリートでのデータではあるが，Carrageeらは，

椎間板切除術施行後の再発率に関して，約１０％であった

と報告している６）。一方で Pengらは，PED施行後の再

発率は５％であったと報告している７）。PEDは低侵襲な

手術法ではあるが，スポーツ復帰までの期間に関しては，

個々の症例で慎重に対応すべきである。手術に際して，

腰背筋群に対する侵襲は少ないが，椎間板の切除それ自

表１ 各症例の詳細

年齢／性別 スポーツ レベル ヘルニアのタイプ

症例１
症例２
症例３
症例４
症例５

１６歳／男性
１７歳／男性
１８歳／男性
１８歳／男性
１８歳／女性

レスリング
ラグビー
卓球
野球

バスケットボール

L４／５
L４／５，L５／S１

L４／５
L４／５
L４／５

protrusion
protrusion, protrusion

protrusion
extrusion
protrusion

表２ 手術後の評価

年齢／性別 スポーツ 復帰までの期間 最終時 VAS
Pfirrmanngrade

術前 術後

症例１
症例２
症例３
症例４
症例５

１６歳／男性
１７歳／男性
１８歳／男性
１８歳／男性
１８歳／女性

レスリング
ラグビー
卓球
野球

バスケットボール

６週
５週
４週
８週
８週

３／１０
１／１０
１／１０
０／１０
０／１０

Ⅱ
Ⅲ／Ⅲ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅲ

Ⅱ
Ⅲ／Ⅲ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅲ
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体が与える影響は，PEDにおいても他の手技と類似し

ているためである。

高校生においては，競技可能な期間が限られているた

め，早期の復帰を望むことが多いが慎重に経過観察する

必要がある。

結 語

５症例ではあるが高校生アスリートにおける PEDの

短期成績は良好であった。術後全例がスポーツ復帰可能

で，PEDは高校生アスリートに対して有効な手術法だ

と考えられる。今後も経過を観察していくとともに，症

例数を増やし，有効性の検討をしていく予定である。
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SUMMARY

Lumbar disc herniation is usually due to age related degeneration of annulus fibrosus, although

sometimes lumbar disc herniation is caused by trauma, lifting injuries or sport activities. Percuta-

neous endoscopic lumbar discectomy（PED）is performed under local anesthesia and is only re-

quired８-mm skin incision. The surgeon accesses the lateral lumber disc“so called transforaminal

approach”using small camera and instruments that fit through the７．５mm diameter cannula.

PED is minimally invasive lumbar discectomy, especially for back muscle injury. Although PED is

minimally invasive lumbar discectomy for athletes, it is unknown PED available for high school ath-

letes. The purpose of this study is evaluation of the results after PED for high school athletes.

Four male and one female high school athletes with lumbar disc herniation were performed

PED surgery under local anesthesia. Mean age is１６．５years old. Time to return to play own

sports and the incidents of recurrence of lumber disc herniation were investigated. Visual Analog

Scale（VAS）for low back pain at the latest examination was measured.

All cases were able to perform the surgery under local anesthesia and return to own sports.

Post operative course were successful. Time to return to their sport was from４to８weeks after

surgery. The mean VAS（out of１０）for low back pain at latest examination was１．０.

PED for high school athletes is the minimal invasiveness and good short-term clinical results.

Key words : Percutaneous endoscopic lumbar discectomy（PED）, local anesthesia, high school ath-

letes
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